
低温接角高と超短波電界に依る家蚕卵の人工舵化
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45 

春期製造の蚕1m左産卵後一定の時期に氷庫に入れ秋期に玉り随時vC出「をして塩酸処理主と施す人工騨化

法は従来より冷蔵塩段階化法として実用に供されている.章者等は其の塩酸処理の代りに超短波左照射'

して以下の様な笑ll会を行ったので其の概要に就いて報告する.向，低温接触のl時閣を60日とした場合の

実験結果は諜報として日本蚕赫学会第 4同東北支部大会に於て発表たと屋・富塚， lD50h) したが，本報

告は更に低温接触期間を15日， 20日， ，30日， 40日， 50 日として実験を進め且つ，短期J令蔵浸ríf~卯封七法，

gp時浸酸冷照附イヒ法及び及び長期冷蔵浸酸附{ヒ法の各処理法をj白究組合せ，其の各々に於ける塩酸処:rm

の代用として超短波を照射した.向，種k 御助言を頂いた山形大学農学部，阿部実現博，東北大学ーI二学

部， /)、j也教授，並に研-究費を仰いだ山7f:bl部綜合開発委員会に対し探訪Jの立を去する.

(1) 材料及び方法

供試蚕品種は支 122号で，実験に用いた装置は東北大学工学部山形分去に設置されてあるもので，者:

者当:日950a)が別の目的で研究に使用したものと同じ註置であるが発信同路図，共の!山，装置の詳細は

割愛する.

試験区は低温に接触した日数に依b区別し1ii日区， 20日区， 30日区， ，，10日区， 50日区の 5種類とした・

各区は夫k，起短Yl立広と塩酸区と低温区の 3区を設けp 超短波区は低f直接触と超短波照射在併用したも

ので塩酸区は低温接免H(と塩酸処国を併用し低温区は低f直接触のみを車用したものである.

低温接触日数， 15日のものはp とれを，更に A，13 2群に分けた.自日ちム群の超短波区はp 産卵後，

25
0

C K保護し48時間目にら。C の氷庫に入れl行日を経て出庫し， I:H~草後，直に超短Yb立を照射した.比較

対照としての埴自主区は産卵筏，問。CIC保護し48時間自にら℃に入庫し， Hi臼を経て出庫し，出庫直後，

比重1.10(20%)，液温 47"，48
0

C の塩般に J3~生分間浸漬した.更に低温接触のみでも脱化する事は野

口 (1940) の報告にも見る事が出来るので，本実!?支に於ても，低温接触のみに依る試験区を設けた.第

1表中の crmt.が，それでp 産卵後， 25
0

C 1乙保護し48時間目に 5
0

Cに入庫し15日を経て出席し，出庫後

* Uontriblltions frOIll the Lahoratory of Applied兄oology，FacllHy of Agl.iculture， YaIHagata Univsl'sity. 
、No. 10. (Febr1l31'y， 1952). 
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直に 25
0

C の恒湿器内で催育した.共にB群に於ける超短波区は産卵後， 25'Cに保護し20時間自に超短

波で処理し36時間目に五り 5'Cの氷庫に入れ， 15日経過後，出庫し其の後， 25'Cで催青した.塩酸区は

産卵後20時間目に比重1.075(15μ)，液温 L!5.5'Cの塩限に 5分間浸潰し，低温区はA群の低温区と同

じ方法に依った.ヲたに低温接触日数20日のものも A，B 2群に分けたが共の各区の処理方法は15日のも

のとさをく同じ方法に依った.

低温接触日数30日のものの超短波区は産卵後 25
0

Cに保護し.18時閣目に 5'Cに入庫し30日を経て1-1;底

し直に超短波を照射し次いでお。C で催青した.埠酸区は同様30 日を経て出庫し直に比重1.10，液温4ï~

49
0

Cの塩酸に()，...，7分間浸漬L，低温区は産卵後， 48時間自に氷庫に入れ30日後に出庫し直に 25
0

Cで

催育した.低温接触日数4013，50日も:30自の場合と全く同じ方法に従づた.

用いた超短波は各区を通じて波長 A=110cm，電界強度，E=300vjcm (実効値では 100vl口m)，処

理時聞は 2分間とした.

(2) 実 験結果

各区に於ける実験結果を示せば、第1表の通りである.第1表に於ける軒、化歩合は対受精卵歩合である・

向，同表の不発生卯に就いて，塩酸処理の場合は催背死卵と普通死卵の和であるが，超短波照射区及び、

Conがえに於ける其れは発蟻はしないが死卵ではないもので外観上，普通の越年卵と区別出来ないもの
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(印ち未発生の健康卵)と催青死卵と普通死卯との粉、和である.実用騨化歩合は最多 2日間の発生歩合で

ある.各時区は個体差を避ける震に試験区数に分割配分して実験に供した.第1表中の No.3と1¥0.6

及び No.9とNo.12は実験の都合上，夫々，同ーのものを用いた. 1¥0.3及び、 No.6は15日間 5'Cに

接触せしめたのみの区であるが，全く階化を見なかった. No.1， No.4， No. 7， 1¥0. 9， No. 10， No. 12， 

No. 13， No. 15， No. 18， No. 21，の各険区は稔牌化歩合も極めてf尽く且つ，府化日数も長期に亙るの

で実甲府化歩合は記載しなかった.

低温接触40日及び50日間以上のものは，低温接触， jfi用でも 57.3μ及び 70.2%の卿化歩合(総)を示し

でいるが階化日数に玉つては28日及び21日を要し，到底，実用には供し難い.然るに超短波区は低温接

ι 触期間が40 日になると府化歩合(稔)は 84.7μ，日日は 8G.9~るを示している.府化日数は40 日区は 12 日，

50日区は 7日を要している.

(3). 考 間
友宣言ゐ

従来の冷蔵塩酸卿化法は現在の段階では最も安全確実で，併も費用の点からも贋く実用化されてはい

るが，蚕卯自体の生理的な面から見た安全性，及び浸酸作業の能率等，経済的な面からも一考を要ずべ

き事項は必やしも無しとしない.従来より幾多の研究者に依り塩酸醇化法に代る他の方法が色k と案出

されて来たが以I二の諸点在完全に満してくれたかった需に買く実用化されたものは殆んど無いと言って

良い.

さて，本実!設に於ける超短波処理は慣行の冷蔵塩酸WJi'化法に比し，殊に([;温接触日数が短い時に於て

は，遣に劣り是れが実用化までは，猶，今後の研究に侠たねばならないが，適切な処理方法，自Hち，蚕

J，)[J匹子の stageと低温接触の時期，並に期間.超短波の波長，電界強度，処理時間，其の他の点に就い

て，更に最j面安当の範囲を迫跡解明する事に依って此の僻化歩合は更に高くなり，実用化の域まで達せ

しめる事が出来ると思われる.

著者~tiーはは引続き，此の事に就いて色々な角度から，解析しつつある事在附記してなく.

(4) 摘 要

従来より実用化されている冷戴塩酸僻化法に於ける境酸処理の代用として，超短波 (A=110Clll， E= 

300vjcm) を照射して次の様な結果を得た

1)低温接触日数15日， 20日， 80日， .10日， 50日むものは総sI字化歩合l亡於て夫々1.38，....，4.58%; 1.68，..:，.， 

4.32μ; 19.6~84目7%; 86.9戸を示し，静化日数に於ては，夫k，10"，，12日;12，，-，15日;13日;12日 7日

を示した.

2)催青死卯に就いては15日;20日 30日 40日;即日の各区に於て夫k，11--14個 33，.....，，72個 35

個;221固;19f聞に達した.

3)普通死卯に就いては15日， 20日， 30日， 40日， 50日の各区に於て夫々， 8"-'lD個;3，....，21伺;205個

14個， 25個炉建した.

4)普通の越年種と全く同じ形態，色調を呈する未発生の陸康卵は15日， 2J日， 30日， 40日， 50日の
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各区に於て夫k，337，..，.，.101 f同;371"，489個;78f閤， 41個， 21個に達した.

乃)以上の成績は，同じ第 1表内に示してある常法の冷蔵塩酸騨化法の成績に比し謹に劣るが処理法

のJゐ直範囲を迫跡ずる事に依って騨化率は更に高率になり， m陪イ七所要日数も一段と短縮されるものと忠

われる.

女 献

野口活也 (1940):応動雑 12 (3， 4)下p.134-138. 

宮線・土屋 (1950a):山形大学要犯(法学)第 1号:pp. 97-101. 

土屋・富塚 (!950b):日本蚕称、学会東北支部講演要旨 No. 4 pp. 89-S0. 

Resumる

1'hc wtiters trcatcd thc silkwol'll1 eggs hy the very high frequellcy (λ110cm; E， 300v/Gll1) 
.l3 subs~itutioll of the hydrochloric aeia in th日比rWi.cial hatehillg with refrigeratillg aud 

hydrochlorizillg. 

1'he exp¥lrimelltal results are shown ill table 1， 

A日 Table1 shows， the ll1etho(1 by the very high frcqu日lleyis illfcrior thall the methorl of 

artificial hatching with refrigerating anr1 hyrlrochlorizing， But we think that th日 morepractical 

alld superior me古hod，llamely illcreasc of hatching ability anll <1ecrease of days taken for 

hatchillg， will b日 kllownaccon1ingい七11ell10re ex以・七 stlHlieseoncerniIlg七hestage of the emhryo， 
wavelength and fiel<l intencity of very high frequerwy. 

0森邦彦:八甲田山の回園田 (K.J¥!ORI One 'day 

IIt 11ft. IIakkodn， Pl'ef. AOlllori) 

H乍年8月31日入甲田山に植物j採集すピナる機会をもっ

た.毛馬内より登り十和田湖畔の休屋にイI'J，翌明遊

覧母if‘む景;勝を賞‘Gつつ，子ノ仁!万下舶，午後のパスーで

本湖に源を発する奥入潮111に沿うて下り途中パス好〕

ルの説明をf.lfl~乍ら右顧左|凡柏物景観を眺めつつ(カ

'yラ，パヅコヤナギ，サハグルミ，サハ、ンパ，ケヤマ

ハy ノキ， ミヅ、、す喝ラ， ハウチハカヘデ¥ トチノキ， オ

ノzヤナギ，シロヤナギ， ザハアジサイ，タニウツギ.

リヨウメンシ夕、¥オシダ〉サカゲイノデ， ミゾシ;l'，

ジウモシジ

シ J.I"， オホ

イタド、リ，

ヤグルマサ

ウ，ヤマフ'

キシヤウマ

オニシモヲ

ケ， ミヤマ

カタノミミ，

スミレサイシン 7-c:二ウ，オホパノミゾホホ"Y.キ，

エンレイサウ，オホパユリミ~';J:り成る森林)太陽のま

だI~ii~ 、 'Ij に酸491に到背した.此処には治1t泉波舘があっ

て十11舟大きな建物万一般宿泊者の外に廉価にて湯治を

行い得うる擦に自炊制度ヵ ~I設けであって農閑期や漁間期

には速く北海道からも31ミり，多いfl寺には千名余lこも主主

し!廊下に迄はみ出す盛況℃あると言う.叉此処に I'~'東

~t 大学r:':JLI他物研究所があってJÎ<I'f呆数長以下JW員の方

々が犬々liJf究に]草念:3:{している.国内i士院i!.lなく清111'iさ

1L砂町{されており可憐なi白山縞物が色とりどりに明い

ていて学的に魁味的に神経ずる所が多い.酸援iに来る

もの'-~l皇'1土木闘を訪れて依情。を!iHめられる1iI~'(ある.

5欠 iこ~t山やltrJJ横物採集をする人の矯には手頃なそl 行

艇の大岳益山コースがある廻り約B粁， 5首it良く

婦1王子iこも:~~~なコース ιG ある， fftiかも大岳It入甲岡山

中のffkIFiJ~K ‘ (1585うた3 肢にT仰向山地帯を湿り抜けて市

山地帯に入り植物景観も格別‘c::lbる.叉]頁 1-.1こ立てば

速く北方に青森市を眺め， llLlflli展けて登山気分を満喫

することが出来る.私l士同研究の大柳雄彦氏に案内を

(74頁え続く)
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